
⚫ 国民民主党代表選挙は、有権者の投票により、各候補者が有権者の種別ごとに定められたポイント数の獲得を競い、その合

計で多数を得た代表候補者が当選者となります。

⚫ 代表候補者が1人である場合は、臨時党大会または両院議員総会での承認をもって選挙に代えます。

⚫ 一般党員・サポーターの投票は、各候補者の得票数にもとづいてドント式でポイントを配分します。

⚫ 一般党員・サポーターと地方自治体議員党員の郵便投票（または電子投票）により配分される各候補者の獲得ポイント数と、

2020年12月18日（金）の臨時党大会での国会議員・候補予定者の直接投票による各候補者の獲得ポイント数の合計により、

国民民主党の新代表が决定されます。

⚫ 代表候補者が3人以上立候補している場合で、開票の結果、有効投票にもとづくポイント総数の過半数を得た代表候補者が

いない場合には、臨時党大会で獲得ポイントの上位2人に対する決選投票を行います。

⚫ 決選投票は国会議員と公認候補予定者の直接投票で行い、国会議員の投票は各2ポイントに換算します。

各候補の総得票数を1、2、3、…と整数で割っていき、得られた「商」の大きい順にポイントを分配する方式です。

例：候補者が3人で、合計ポイントが7の場合のポイント配分

候補者 A B C

総得票数 1000 650 350

÷1 ①1000 ②650 ④350

÷2 ③500 ⑥325 175

÷3 ⑤333.3 216.7 116.7

÷4 ⑦250 162.5 87.5

獲得ポイント 4 2 1

党員・サポーター 地方自治体議員 公認候補予定者 国会議員

（24,631人）
23ポイント※1

（153人）
23ポイント※1

（14人×1ポイント）
14ポイント

（16人×2ポイント）
32ポイント

合計46ポイント
全国を単位として郵便投票または電子投票

合計46ポイント
臨時党大会で直接投票

獲得票にもとづいてドント方式で
各候補者に分配

投票で得た票数と
同数のポイントを

各候補者へ

投票で得た票数の
2倍のポイントを

各候補者へ

⚫ 決選投票の場合、国会議員各2ポイント、公認候補予定者各1ポイントの直接投票をもって、その獲得ポイント数の多い候補者を当選者とする。

⚫ 立候補者が1人の場合、選挙は実施せず、臨時党大会に報告し、その承認をもって当選者を確定させる。

※1 （国会議員ポイント＋公認候補予定者ポイント）×1/2

※   党員・サポーター数、地方自治体議員数、ポイント数は、2020年12月1日に確定。

2020年12月8日現在

国民民主党代表選挙管理委員会 委員長 小林正夫


